
虹の薬局 
☎ 0952－32－2077 

虹の薬局多久店 
☎ 0952－71－2087 

健康だより 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

3/3 は「耳の日」です。「以前より音が聞きづらくなった」など感じたことはありませんか？ 

加齢に伴う難聴は誰にでも起こりうることで、早い人では 30 歳代から始まります。 

しかし、生活習慣を見直すことで予防したり、進行を遅らせたりすることは可能です。 

耳にやさしい生活を心がけて聞こえにくさを予防しましょう！ 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第124号 2026年 3月 

耳が聞こえにくくなるとどのような影響があるの？ 

必要な会話などの音が聞こえにくくなり、 

社会生活に影響を及ぼす 

家族や友人との会話が聞こえにくく

なり、コミュニケーションが円滑に

いかなくなることがある 

車が近づいてくる音などが聞こえず、

交通事故のリスクが高くなる場合も 

（危険を察知する能力が低下する） 

自信が無くなる 

社会的に孤立し、うつ状態 認知症の発症リスクが高くなる 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご家庭の味噌汁の塩分は多すぎませんか！？測定して確かめてみませんか？ 

薬局にて塩分測定会・健康相談を毎月第３週木曜日２時半より実施中！ 

別日にも測定可能です。 

短時間で出来るのでぜひ一度ご参加を！ 

ご家庭の味噌汁やスープを空き瓶に 20CC程度持参して下さい。 

☆お知らせ☆ 

耳の健康を守るために日常で出来ること 

・疲労やストレスは溜めこまない 

・バランスのとれた食事と十分な睡眠を 

・適度な運動を続けましょう 

・禁煙しましょう 

・ヘッドホンやイヤホンでの大音量は避ける 

・騒音など、大きな音が常時出ている場所を避ける 

・静かな場所で耳を休ませる時間をつくる 

耳に負担をかけないよう、耳にやさしい生活を心がけ、聞こえにくさを予防しましょう。 

また、難聴の進行を遅らせるために、生活習慣の見直しを行いましょう。 

耳の聞こえに関して気になることはもちろん、耳鳴りや耳から汁が出る 

(耳だれ)など、さまざまな耳の違和感があれば医療機関を受診しましょう。 

早期発見、早期治療を！ 


